
「さとおや」ってなぁに？？
　子どもは安定した環境の中、保護者の支えを得ながら、心身ともに成
長していきます。しかしながら、虐待・親の病気・経済的な理由などさまざ
まな事情により、保護者と離れて暮らしている子どもたちが、大阪市では
約1,100人います。そのうち約８割が施設で暮らしています。
　こうした子どもたちを深い愛情と正しい知識をもって自身の家庭に迎
え入れ、育ててくださる方を「里親」（さとおや）といいます。
　大阪市では現在、里親は200家庭ほどしかなく不足している状況です。

詳しくは大阪市ホームページ「さとおやってなあに？？」をご覧ください。
https://www.city.osaka.lg.jp/kodomo/page/0000043968.html

インターネットにおける人権侵害をテーマに、近畿大学の学生がキャッチフレーズを、
大阪芸術大学の学生がデザインを考えてくれました。これらのポスターは令和４年９月に
Osaka Metroの22駅に掲出されました。
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子どもは、特定の大人のもとで愛情を受けながら育つことで、
安心感や信頼感を得ます。
子どもの成長にとって、家庭的な環境で、里親さんと
毎日一緒に生活することは、とても大切なことなのです。

「里親」の種類

あなたもできることからはじめてみませんか？

「みんなやってるから。わたしだけじゃないから」

あのときの私は、全部がキライだった。
SNSにイヤなこといっぱい書いた。
あのときの投稿はもう消せないけど、できることなら消したいです。

「みんながきらい」「わたしもきらい」

　　近畿大学　瀧 香奈美さん

大阪芸術大学　中谷 莉子さん

少しでもそう思ってしまった自分がいることが、怖い。
考えなきゃ。私の頭と心で。

　　近畿大学　渡部 桜香さん

大阪芸術大学　永尾 陽奈さん

嫌な言葉は、どこまでも追いかけてくる。
ある日突然、顔も名前もわからない人に攻撃された。怖い、誰かに頼りたい。そう思ったら、私は相談します。

　　近畿大学　谷口 仁菜さん

大阪芸術大学　乾 茉凜さん

気にせんでおれるヤツなんかおらんねん…
わかっていても気にしてしまう。それはみんな同じです。
弱い人間だからではありません。誹謗中傷、やめませんか？ 

「誹謗中傷？気にするヤツが負けやろ」

いいねが、誰かの心を傷つけることだってある。
その同意、必要ですか？

　　近畿大学　寺田 菜々穂さん

大阪芸術大学　吉田 泉美さん

♡を押すことも、誰かの♡を傷つける。
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　　近畿大学　中村 一葉さん

大阪芸術大学　山本 果歩さん 
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　　近畿大学　中村 一葉さん

大阪芸術大学　永尾 陽奈さん
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なぜ「里親
」が

必要なの
？

大阪市ホームページ インターネットによる人権侵害
https://www.city.osaka.lg.jp/shimin/page/0000275423.html

専門相談員による人権相談　☎ 06-6532-7830（なやみゼロ）
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　　近畿大学　谷口 仁菜さん

大阪芸術大学　乾 茉凜さん
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家庭で一緒に寝起きし、ごはんを食べ、
大きな声で笑い合える人がいることで、子どもは自分も周りの人も大切に思うことができます。

養子縁組
里親

保護者がいないまたは

育てられない子どもを

自分の養子とすることを

前提として

育ててくださる方

専門里親
被虐待経験のある子どもや

非行等の問題を有する

子どもを経験と専門知識を生か

し、ご自身の家庭で

養育してくださる方

親族里親
親が行方不明・死亡・拘禁・

長期入院などの理由で

子どもを養育する人がいない場合、

民法に定める扶養義務者及びその

配偶者である親族で

養育してくださる方

養育里親
 親の病気、離婚などさまざまな事情により

親と過ごせない子どもたちが、

もとの家庭で生活できるようになるまで、

または子どもが自立できるようになるまで、子ども

を家庭に迎え入れてくださる方

里親を必要とする期間は、子どもの事情に

よってさまざまです。生活の都合に合わせて短期間

でもご協力いただけます。

（短期間の預かりの場合、

数日から数週間のこともあります。） 

週末里親
児童養護施設等で生活する

子どもを、月に１～２回の週末や長期

休み、お盆、正月休みなどに

家庭に迎え、家庭生活の体験を

行ってくださる

ボランティアの方


